
 

インドネシアで FIRST のワークショップを開催 

 

米国国務省(DOS)がインドネシア向けに 2022 年 8 月 8 ‐9 日の 2 日間実施した FIRST(Foundational 

Infrastructure for Responsible Use of Small Modular Reactor Technology)のワークショップの開催に協力した。 

 

【経 緯/目 的】； 

米国 DOS が推進する FIRST プログラムのインドネシア向け FIRST ワークショップを米国 DOS の

要請を受け支援 

 

【結 果】； 

① 2 日間にわたってインドネシア国立研究革新庁(BRIN: Badan Riset dan Inovasi Nasional)のスル

ポン地区の施設で、インドネシア BRIN から要請があった原子燃料をテーマに Workshop on 

Nuclear Fuel with Indonesia: Nuclear Fuel Cycle, Qualification, and Acceptance を開催した。 

② 米国からは DOS、オークリッジ国立研究所(ORNL)、インドネシアからは BRIN の原子力研究部門

Organisasi Riset Tenaga Nuklir (ORTN)、エネルギー・天然資源省(MEMR), 原子力規制庁

(BAPETEN)他)等が参加。BRIN の研究者を中心に会場に約 80 名、オンラインで約 60 名の参加

者があり盛況であった。フェイス・トゥ・フェイスによる米国 DOS と JICC の最初の共同イベントを

成功裏に終えた。 

 

 

会場となった BRIN の前で、インドネシア、米国、日本の主要参加者 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ会場内 

 

以上 


